
教育・保育施設の供給体制の確保方策【２号・３号認定子ども】 東区

○　確保の見込み
　　　※２号については、資料1-1の②と③の合計。なお、幼児期の学校教育の利用希望が強いと想定される２号認定子ども（資料1-1の②）について、
　　　２号定員枠が不足する場合、確認を受けない幼稚園で受け入れ。 （単位：人）

２号※ ３号 ２号 ３号 ２号 ３号 ２号 ３号 ２号 ３号

1,007 717 1,118 805 1,281 874 1,470 948 1,708 1,031

市内 751 576 774 576 769 584 769 584 769 584
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0 0 0 0 0

911 605 984 605 1,045 613 1,132 613 1,247 613

96 112 134 200 236 261 338 335 461 418

○　対応策

２号※ ３号 ２号 ３号 ２号 ３号 ２号 ３号 ２号 ３号

1,007 717 1,118 805 1,281 874 1,470 948 1,708 1,031

911 605 984 605 1,160 729 1,368 874 1,585 948

96 112 134 200 121 145 102 74 123 83

　円滑化の活用は平成28年度まで
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